
■当資料は、ファンドの運用状況や関連する情報等をお知らせするために大和
住銀投信投資顧問が作成した資料です。■当資料内の運用実績等に関する数
値等は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。
■当資料内のいかなる内容も、将来の市場環境の変動等を保証するものでは
ありません。■当資料は各種の信頼できると考えられる情報源から作成してお
りますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。■投資信託は預
金、保険契約ではありません。また、預金保険機構及び保険契約者保護機構の
保護の対象ではありません。■銀行など登録金融機関でご購入いただいた投
資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。
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■基準価額・純資産総額

⽇頃より『Better World』をご愛顧賜り誠にありがとうございます。
「世界インパクト投資ファンド」は、2019年2⽉12⽇に第5期の決算を迎え、基準価額、市況動向、分配
対象額等を勘案した結果、第5期の分配⾦を以下のように決定いたしました。今後の分配⾦については、
基準価額⽔準、市況動向、分配対象額等を勘案し、決算の都度決定いたします。

追加型投信／内外／株式 ※課税上は株式投資信託として取り扱われます。
※販売会社によっては、⼀部のファンドのみのお取扱いとなる場合があります。

－分配⾦のお知らせと投資テーマ追加について－

世界インパクト投資ファンド 第５期 0円

＜基準価額・純資産総額等の推移 2019年2⽉12⽇現在＞

[世界インパクト投資ファンド]
（設定⽇（2016/8/26）〜2019/2/12）

[世界インパクト投資ファンド（資産成⻑型）]
（設定⽇（2018/5/14）〜2019/2/12）

■基準価額等の推移

■分配⾦の推移 ■分配⾦の推移■基準価額・純資産総額

※基準価額推移のグラフにおける基準価額（信託報酬控除後、税引前分配⾦再投資換算）およびファンドの騰落率は、信託報酬控除後の基準価額に
対して、税引前分配⾦を決算⽇に再投資した修正基準価額をもとに算出、表⽰ ※騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。 ※分配⾦は1万⼝
あたりの⾦額（税引前）※分配対象額が少額な場合等には、分配を⾏わない場合があります。 ※上記データは過去の実績であり、将来の運⽤成果
をお約束するものではありません。

■基準価額等の推移

（年/⽉） （年/⽉）

■騰落率 ■騰落率

 第1期('18/8) 0円
 設定来 0円

 基準価額 9,843円
 純資産総額 466億円

 設定来 30.1%

 基準価額 9,640円
 純資産総額 66億円

 設定来 -3.6%

 第1期('17/2) 1,100円
 第2期('17/8) 1,000円
 第3期('18/2)  700円
 第4期('18/8) 150円
 第5期('19/2) 0円
 設定来 2,950円
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（当期の分配⽅針について）
世界景気の減速懸念や、⽶中の貿易交渉を巡る地政学的な不透明感が⾼まる中で起きた2018年12⽉の
株価急落を受け、当ファンドの12⽉のパフォーマンスはマイナスとなりました。2019年に⼊り、⽶中
貿易摩擦の緩和期待などから株価の回復がみられるものの、世界景気の減速懸念など市場の不透明感は
続いており、当決算期では基準価額が上昇しなかったことから分配⾦のお⽀払いを⾒送っております。

（今後の運⽤⽅針）
当ファンドの運⽤は、社会的課題の解決につながるビジネスを⾏う企業への投資という性質上、通常の
株式ファンドと⽐較して新興国へのエクスポージャーが⾼い傾向にあります。しかしながらその投資対
象は、主に国内市場向けのサービスに注⼒している内需企業が中⼼であり、貿易摩擦や資本逃避の直接
的影響を受けにくいと考えています。また、投資ユニバースに適合する企業の多くは、ネガティブな材
料を既に織り込み、むしろ魅⼒的な株価⽔準で取引されていると⾒ており、今後の株価上昇が期待され
る新興国企業のエクスポージャーを引き上げています。
今後も、主要国中央銀⾏の⾦融政策や、貿易摩擦の深刻化への懸念など市場の不確実性を⾼める要因に
注意を払うとともに市場のボラティリティ（価格変動性）を考慮しつつ、より割安で、投資妙味のある
銘柄への⼊れ替えを⾏っていきます。また、⾰新的な技術を有する企業、安定成⻑が⾒込まれる企業お
よび継続可能な競争優位性を有する企業を発掘するため、ビジネス・サイクルおよび投資テーマの分散
を⾏うと同時に投資テーマ別調査の拡充にも取り組みます。

（社会的課題の解決とともに投資収益の獲得を⽬差す運⽤）
当ファンドは、国連が掲げるSDGs（持続可能な開発⽬標）の17のテーマをカバーする「⾐⾷住の確
保」、「⽣活の質向上」、「環境問題」の3つのカテゴリーに着⽬しています。例えば「⾐⾷住の確
保」では、動物⽤医薬品メーカーの「ゾエティス」に投資しています。世界の8億⼈が⼗分な栄養を摂
取できていないといわれる中、家畜の病気を減らすことは飢餓問題の解決につながります。「⽣活の質
向上」では、⽇本の製薬会社「エーザイ」に投資しています。同社はアルツハイマー治療薬を開発して
おり、世界の認知症患者が2015年の4,680万⼈から2050年には約1億3,000万⼈を超えると予測される
中、多くの⾼齢者に希望の光をもたらしています。「環境問題」では再⽣可能エネルギーを提供する
「アバングリッド」に投資しています。海⽔温の上昇と陸上の氷の融解により2100年までに海⽔⾯は
1m近くも上昇すると予測されている中、⾵⼒、⽔⼒、太陽光など再⽣可能エネルギーの発電や供給に
より、CO2の排出量削減に貢献しています。
当ファンドは、このような社会的課題の解決につながるビジネスを⾏う企業の株式に投資を⾏うことで
社会にプラスの影響（インパクト）をもたらすと共に、投資収益の獲得による信託財産の中⻑期的な成
⻑を⽬指します。

＜当期の分配⽅針とファンドの運⽤について＞

※当コメントは、資料作成時点における市場環境もしくはファンドの運⽤⽅針等について、運⽤担当者（ファンドマネジャー他）の⾒⽅ある
いは考え⽅等を記載したもので当該運⽤⽅針は変更される場合があり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。また、将来
の運⽤成果等を約束するものでもありません。上記は 2019年1⽉末現在の組⼊銘柄をご紹介するものであり、個別企業の推奨を⽬的とするも
のではありません。また、将来の運⽤成果等を約束するものではありません。
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2019年1⽉より、投資テーマの分散と投資テーマ別調査の拡充を⾏うため、「⽣活の質向上」のカテゴ
リーに新たな投資テーマ「安全と危機管理」を追加しました。
なお、この新テーマの追加に伴い、従来の投資テーマ「デジタルツールとサイバーセキュリティ」を
「デジタルデバイド」に変更しました。

追加型投信／内外／株式 ※課税上は株式投資信託として取り扱われます。

新テーマ

テーマ名称変更

「安全と危機管理」のテーマの設定に伴い、「マルチテーマ」よりユーロフィン・サイエンティフィック
を、「デジタルツールとサイバーセキュリティ」よりラピッド7、ソフォス・グループを同テーマに移動し
ております。

〇ユーロフィン・サイエンティフィック（Eurofins Scientific）／フランス
1987年に創業された⾷品・環境・医薬品検査をグローバルに展開する企業。ヨーロッパを中⼼に世界有数
の検査施設を有しており、世界40ヵ国以上、400ヵ所以上の施設で毎⽉3,000万件以上の試験検査を⾏う
ことで、⾷品や飲料⽔の安全性、医薬品の信頼性の確保に寄与しています。

〇ラピッド7（Rapid7, Inc.）／アメリカ
2000年にボストンで設⽴されたセキュリティ分析ソフトおよびサービスのリーディングプロバイダー。同
社の製品は世界120ヵ国、7,200を超える組織に採⽤されており、システムの脆弱性診断や耐性を確認する
侵⼊テスト分野で評価されています。

〇ソフォス・グループ（Sophos Group PLC）／イギリス
1985年にオックスフォードで設⽴され、コンピュータセキュリティおよびデータ保護のソフトウェア、
ハードウェアを開発提供。約30万件の顧客、3万9千以上のチャネルパートナー、1億⼈以上のユーザーに
セキュリティサービスを提供しています。

＜投資テーマ追加による組⼊銘柄のテーマ変更＞

＜投資テーマの追加について＞

投資テーマは、2019年1⽉末現在においてウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピーが独⾃に設定したものであり、適宜または
将来において変更されることがあります。また、上記投資テーマのうち、複数の投資テーマにまたがる事業を⾏う企業へ投資する場合もあります。
上記は 2019年1⽉末現在の組⼊銘柄をご紹介するものであり、個別企業の推奨を⽬的とするものではありません。また、将来の運⽤成果等を
約束するものではありません。
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－ 当ファンドの投資テーマ －

投資テーマは、2019年1⽉末現在においてウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピーが独⾃に設定したものであり、適宜または将来に
おいて変更されることがあります。また、上記投資テーマのうち、複数の投資テーマにまたがる事業を⾏う企業へ投資する場合もあります。

2012年から策定が開始されたウエリントン・マネージメント社のインパクト投資戦略では、「⾐⾷住の
確保」、「⽣活の質向上」、「環境問題」の3つのカテゴリーに着⽬した投資テーマをもとに投資ユニ
バースが構築されています。
社会や環境の重⼤な課題に取り組む世界の企業のリサーチや、社会企業家などを含めた社外のアドバイ
ザーなどとの交流によって選定された投資テーマは、その後2015年9⽉に国連が採択したSDGs（持続可
能な開発⽬標）の⼤半をカバーするものになっています。

＜投資テーマとSDGsとの整合＞

－ 投資テーマと整合するSDGs －

※✔は整合するSDGs。Wellington Management supports the SDGs 出所：ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピー、国連
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１．マザーファンドへの投資を通じて、主に世界の株式の中から社会的な課題の解決にあたる⾰新的な技術やビジネ
スモデルを有する企業に実質的に投資を⾏うことで、信託財産の成⻑を⽬指します。

・当ファンドは、「世界インパクト投資マザーファンド」を主要投資対象とするファミリーファンド⽅式で運⽤を
⾏います。

・銘柄選定にあたっては、社会的課題の解決（社会的インパクト）に取り組む企業に着⽬し、個々の企業のファン
ダメンタル分析等を⾏い、投資魅⼒のある銘柄に投資します。

・実質組⼊外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを⾏いません。

２．実質的な運⽤は、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピーが⾏います。
・マザーファンドにおける運⽤指図にかかる権限を、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピー

へ委託します。

３．「世界インパクト投資ファンド」と「世界インパクト投資ファンド（資産成⻑型）」の2つのファンドからお選び
いただけます。

●「世界インパクト投資ファンド」は、毎年2⽉、8⽉の10⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）に決算を⾏い、原則とし
て収益の分配を⽬指します。

●「世界インパクト投資ファンド（資産成⻑型）」は、毎年8⽉10⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）に決算を⾏い、
原則として収益の分配を⽬指します。

・分配対象額の範囲は、経費控除後の利⼦・配当収益および売買益（評価損益を含みます。）等の範囲内とします。
・収益分配⾦は、基準価額⽔準、市況動向等を勘案して、委託会社が決定します。ただし、分配対象額が少額な場

合等には分配を⾏わないことがあります。
・将来の分配⾦の⽀払いおよびその⾦額について保証するものではありません。
・販売会社によっては、2つのファンド間でスイッチングが可能です。スイッチングのお取扱いについては、各販売

会社までお問い合わせください。なお、販売会社によっては、⼀部のファンドのみのお取扱いとなる場合があり
ます。

当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、主に世界の株式に投資することにより、信託財産の中⻑期的な成
⻑を図ることを⽬的として運⽤を⾏います。

○当ファンドは、マザーファンドを通じて、実質的に株式など値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額
は変動します。また、外貨建資産は、為替の変動による影響も受けます。したがって、投資家の皆様の投資元本は
保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。

○信託財産に⽣じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。
○投資信託は預貯⾦と異なります。
○お申込みの際には、販売会社からお渡しします『投資信託説明書（交付⽬論⾒書）』の内容を必ずご確認のうえ、

ご⾃⾝でご判断ください。
○基準価額を変動させる要因として主に、■株価変動に伴うリスク ■為替リスク ■カントリーリスク ■新興国

への投資のリスク ■信⽤リスク ■流動性リスク があります。
ただし、上記はすべてのリスクを表したものではありません。

＜ファンドの⽬的＞

＜ファンドの特⾊＞

＜投資リスク （詳しくは最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください）＞
※資⾦動向、市況動向等によっては、上記のような運⽤ができない場合があります。



5ページ⽬以降の「投資リスク」と「ファンドの費⽤」の内容について必ずご確認ください

■当資料は、ファンドの運用状況や関連する情報等をお知らせするために大和住銀投信投資顧問が作成した資料です。■当資料内の運用実績等に関
する数値等は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。■当資料内のいかなる内容も、将来の市場環境の変動等を保証す
るものではありません。■当資料は各種の信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。
■投資信託は預金、保険契約ではありません。また、預金保険機構及び保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。■銀行など登録金融機関
でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。

2019年2⽉12⽇ 臨時レポート

6

世界インパクト投資ファンド
世界インパクト投資ファンド（資産成⻑型）

/9

投資者が直接的に負担する費⽤
● 購⼊時⼿数料 購⼊価額に3.24%(税抜3.0%)を上限として販売会社毎に定めた率を乗じて得た額

とします。
※詳細については、お申込みの各販売会社までお問い合わせください。
購⼊時⼿数料は、販売会社による商品・投資環境の説明および情報提供、ならびに
販売の事務等の対価です。

● 信託財産留保額 ありません。

投資者が信託財産で間接的に負担する費⽤
● 運⽤管理費⽤ 毎⽇、信託財産の純資産総額に年率1.944%（税抜1.80％）を乗じて得た額とし

（信託報酬） ます。
・「世界インパクト投資ファンド」の運⽤管理費⽤（信託報酬）は、毎計算期末また

は信託終了のときに、信託財産から⽀払われます。
・「世界インパクト投資ファンド(資産成⻑型）」の運⽤管理費⽤（信託報酬）は、

毎計算期間の最初の6ヵ⽉終了⽇および毎計算期末または信託終了のときに、信
託財産から⽀払われます。

● その他の費⽤・⼿数料 財務諸表の監査に要する費⽤、有価証券売買時の売買委託⼿数料、外国における資産
の保管等に要する費⽤等は信託財産から⽀払われます。
※監査報酬の料率等につきましては請求⽬論⾒書をご参照ください。監査報酬以外

の費⽤等につきましては、運⽤状況等により変動するものであり、事前に料率、
上限額等を⽰すことができません。

※上記の⼿数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表⽰することができません。

＜収益分配⾦に関する留意事項＞

○分配⾦は、分配⽅針に基づいて委託会社が決定します。ただし、将来の分配⾦の⽀払いおよびその⾦額について保
証するものではありません。

○分配⾦は、預貯⾦の利息とは異なり、投資信託の純資産から⽀払われますので、分配⾦が⽀払われると、その⾦額
相当分、基準価額は下がります。

○分配⾦は、計算期間中に発⽣した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて⽀払われる
場合があります。その場合、当期決算⽇の基準価額は前期決算⽇の基準価額と⽐べて下落することになります。ま
た、分配⾦の⽔準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を⽰すものではありません。

○受益者のファンドの購⼊価額によっては、分配⾦の⼀部または全部が、実質的には元本の⼀部払戻しに相当する場
合があります。ファンド購⼊後の運⽤状況により、分配⾦額より基準価額の値上がりが⼩さかった場合も同様です。

＜ファンドの費⽤（詳しくは最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください）＞

※委託会社の報酬には、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピーへの投資顧問
報酬が含まれます。投資顧問報酬の額は、信託財産に属するマザーファンドの時価総額に対して、
年0.65％以内の率を乗じて得た⾦額とし、委託会社が報酬を受け取った後、当該報酬から⽀払います。
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● 信託期間 世界インパクト投資ファンド ：2016年8⽉26⽇〜2026年8⽉10⽇（約10年）
世界インパクト投資ファンド（資産成⻑型） ：2018年5⽉14⽇〜2026年8⽉10⽇（約8年）

● 購⼊単位 販売会社がそれぞれ定めた単位とします。※お申込みの販売会社までお問い合わせください。
● 購⼊価額 購⼊申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額
● 換⾦単位 販売会社がそれぞれ定めた単位とします。※お申込みの販売会社までお問い合わせください。
● 換⾦価額 換⾦申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額
● 換⾦代⾦ 換⾦申込受付⽇から起算して、原則として6営業⽇⽬からお⽀払いします。
● 購⼊・換⾦申込 ニューヨーク証券取引所、英国証券取引所、ニューヨークの銀⾏またはロンドンの銀⾏の休業⽇

受付不可⽇ と同⽇の場合はお申込みできません。
● 決算⽇ 世界インパクト投資ファンド ：毎年2⽉、8⽉の10⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）

世界インパクト投資ファンド（資産成⻑型）：毎年8⽉10⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）
● 収益分配 世界インパクト投資ファンド ：年2回の決算時に分配を⾏います。

世界インパクト投資ファンド（資産成⻑型）：年1回の決算時に分配を⾏います。

＜お申込みメモ （詳しくは最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください）＞

○投資信託をご購⼊の際は、最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）を必ずご覧ください。
投資信託説明書（交付⽬論⾒書）は販売会社の本⽀店等にご⽤意しております。

○投資信託は、元本保証、利回り保証のいずれもありません。
○投資した資産の価値が投資元本を割り込むリスクは、投資信託をご購⼊のお客さまが負うことになります。
○投資信託は預⾦、保険契約ではありません。また、預⾦保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。
○銀⾏など登録⾦融機関でご購⼊いただいた投資信託は、投資者保護基⾦の対象ではありません。

＜投資信託に関する留意点＞

■委託会社（ファンドの運⽤の指図を⾏う者）
⼤和住銀投信投資顧問株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第353号

加⼊協会／⼀般社団法⼈投資信託協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会

■受託会社（ファンドの財産の保管及び管理を⾏う者）

三井住友信託銀⾏株式会社

■販売会社
次⾴の販売会社⼀覧をご覧ください。

＜委託会社およびその他の関係法⼈＞
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＜世界インパクト投資ファンドの販売会社⼀覧＞
■販売会社

株式会社あおぞら銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第8号

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号

岡三オンライン証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第52号

カブドットコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号

株式会社関西アーバン銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第16号

株式会社近畿大阪銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第7号

株式会社熊本銀行 登録金融機関 九州財務局長（登金）第6号

寿証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第7号

株式会社滋賀銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第11号

静岡東海証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第8号

七十七証券株式会社 金融商品取引業者 東北財務局長（金商）第37号

株式会社親和銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第3号

第四証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第128号

大和証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第108号

髙木証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第20号

ちばぎん証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第114号

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号

とちぎんTT証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第32号

内藤証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第24号

西日本シティTT証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長(金商)第75号

野村證券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第142号

ひろぎん証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第20号

フィデリティ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第152号

株式会社福岡銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第7号

ほくほくTT証券株式会社 金融商品取引業者 北陸財務局長（金商）第24号

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号

丸八証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第20号

株式会社みずほ銀行 登録金融機関 関東財務局長(登金)第6号

株式会社三井住友銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第54号

株式会社宮崎銀行 登録金融機関 九州財務局長（登金）第5号

むさし証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第105号

めぶき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第1771号

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号

リテラ・クレア証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第199号

ワイエム証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第8号

（50音順）
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＜世界インパクト投資ファンド（資産成⻑型）の販売会社⼀覧＞


